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坑井地質に見る関東平野の基盤

1.まえがき

関東平野の基盤については1962年石井基裕による

総括的な報告が出版されて以来地表地質の資料から

いわゆる地体構造論が展開されることはあっても地下

地質の資料から直接的桂議論が展開さ枠ることはほ

とんどなかったといってよい.ところカミア｣ツ1号

の写真をめぐる論争のなかで関東平野の基盤に論及し
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鍵不明

図1

関東平野において基

盤に達した坑井の分

布

表ユ関東平野におい

福田理･高橋榑*･大八木規夫*･鈴木宏芳*

た議論がにぎやかに行淀われたことは新聞その他の報

道によって一般にも広く知られているとおりである.

しかしこれらの論拠とされている地下地質に関する資

料はたまたまその研究者の手もとにあったものに限定

されそのため私どもがもっている資料に照してみる

と資料の不備による強引な結論が員につくこともま

た止むを得ない現状であろう.

地下地質に関する資料のたかでとくに重要なのは何

といっても坑井によって確認された基盤の地質であろ

う.これらのうち古く掘さくされた坑井については

河井興三(1961)および上記の石井(1962)の論文枝

らびに河井･福田ほかの共著(1973)のなかにとりま

とめて簡単に紹介されているが資料として完全とはい

い難いのでここに最近の資料を加え改めて紹介する

次第である.関東平野において基盤に掘り込んだ坑井

は以下に県別に述べるように基盤の確認が不十分な

ものまで含めると19坑にも達している(表1図1).

2.埼玉県

1)春日部GS■(福田1962;福目ヨi963;福田･石印因

靖章1964;福岡ほか2名1964;城戸秀夫1972;河

井･福田1973)

て基盤に達

した坑井一覧
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坑井名

香目部GS-1

松伏ST-1

深層地震観測井r岩槻｣

鹿島KT-1

新利根R-1

野禺R-1

小見川R-1

成因R-1

菱岡R-1*

多古R一ユ

八街R-2

佐倉R-1*

船橋FR-18

通産省船橋地盤沈下観測井

飯岡R-1

旭R-1

旭R-2

蓮沼TR-1*

成東R-2

所在地帳1

埼玉県春肩部市増富

埼玉県北葛飾郡松伏町上赤岩

埼玉県岩槻市末岡

茨城県鹿島町平井

茨城県稲敷郡河内村羽子騎

千葉県野田市三ツ堀

千葉県香取郡小見川町八丁面

千葉県成国市土屋

千葉県香取郡多古町鍬因｡

千葉県香取郡多古町谷三倉

千葉県印幡郡八街町八街

千葉県佐倉市佐倉

千葉県船橋市夏見

千葉県船橋市市場町

千葉県海上郡飯岡町三川

千葉県旭市椎名内

千葉県旭市井戸野

千葉県山武郡蓬沼村屋形

千葉県山武郡成東町姫島
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㈬住伀

基盤岩

圧砕された黒色の石灰質粘板岩

片麻岩質花筒閃緑岩

石英斑岩および緑色岩類

堅硬な泥岩

磯碑された黒色千枚岩

片麻岩質花陶岩あるいは花闇閃緑岩

グレイワッケ

滑石を伴う緑岩片岩

砂岩

緑色片碧

礫岩と砂岩の互層

不明

絹雲母緑泥片岩および石英石墨片岩

黒色千枚岩

堅硬なアルコｰズ質細粒砂岩

砂岩

砂岩

グレイワッケ?

砂岩

対比1帯1

完成年

南蛇井層

“領家帯"

“領家帯"

白亜系

長瀞系

領家帯

秩父系?

長瀞系

白亜系?

長瀞系

白亜系

不明

長瀞系

長瀞系

秩父系

白亜系

秩父系

秩父系

秩父系

内帯

内帯

内帯

外帯

内帯

外帯

外帯

外帯

外帯

外帯

外帯

外帯

外帯

外帯
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*基盤に掘り込んだかどうか疑わしいもの.

**文献(金原ほか2名1958;石井1961)では1,048mとされているカミ電気検層の記録はこの深度まである.�



深度3,063mから3,072mにわたると推定される断

層破砕帯を境として基盤に入って(図2)深度3,103m

まで掘さくされている.深度3,100～3,103mの間でコ

ア掘りを実施し採揚された1.1mのコアについて見る

と圧砕された黒色の石灰質粘板岩からなり滑り面に

は石墨が明らかに認められる.X線画板の結果によれ

ばこのコアの粘板岩には石英および長石のほかに

粘土鉱物としてやや多量の緑泥石少量のイライトお

よびモンモリロナイトが認められる.群馬県下仁岡地

方の南蛇井層はこの基盤とよく似た岩相を示しおそら

く同様の地質学的意義をもつものと推定される.

本坑井の坑井地質については2,554m以深を中生層

とする考え方も一部にあるがこの考え方に賛成できな

い理由は福田･石和田(1964)の論文中に尽されている

のでご興味のある向きはそれを参照されたい･ちな

みに深度2,554～3,063mの間の主として暗灰色の硬質

泥岩からなる地層は比企丘陵から荒川沿岸にかけて分

布する荒川層に対比される下部中新統である.

掘さくされた.1,800m以深の基盤は新鮮で中央構

造線に沿って分布する西南目本内帯の鹿塩片麻岩に似た

片麻岩質花筒閃緑岩から桂っている.1,600～1,800m

の間ももともとは同様の岩石であったと考えられるが

著しい破砕と風化のため一見凝灰岩状になっている

(城戸談).この基盤の上には地表の板鼻層(群馬県

高崎地方)～土塩層(埼玉県荒川沿岸)～都幾川層(同

物見山丘陵)に対比される上部中新統が不整合に重な

っている.

3)深麗地震観測井｢岩槻｣(高橋博ほか5名1971;

城戸1972;国立防災科学技術センタｰ1973)

本坑井は東京周辺g地震予知の一環として岩槻市末

田の元荒川の右岸(図3)に国立防災科学技術センタ

ｰによって掘さくされたもので深度2,897mで基盤に

入り(図4)3,510.50mまで掘さくされた.岩質に

よりこの基盤は深度3,346mを境として上･下に

2大別される.

2)松伏ST-1(城戸秀夫1964)

本坑井は重力･地震探鉱によって確認された松伏ド

ｰム構造に対して石油資源開発㈱によって掘さくされ

たもので深度1,600mで基盤に入り2,O05.50mまで
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上部はおもに石英斑岩からなり儀かに凝灰岩を挾有

する.コアの薄片を作成して検鏡した結果は次の

とおりである.なお以下の岩石の記載については

住鉱コンサルタント㈱提出の報告書によるところカミ大き

い.

No.9黒雲母

石英斑岩(2,943.

02～2,943.10m)

肉眼的に灰黒色

石基中に白色鉱物

の斑晶を有する斑
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図2寮日部GS-1のインダクション電気検層記録の図3
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災科学技術センタｰ1973)
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状構造を示す岩石で鏡下でも斑状構造を呈し斑晶と

して石英斜長石黒雲母および角閃石を含みま

た石基はおもにモザイク構造を示す石英および長石か

ら桂ゆ黒雲母の多色性の小品がこれらのなかに少量見

られる.斑晶中の石英は両錐石英で岩漿による熔融を

受けておりかつ流体包有物を含む.斜長石は葉片双

晶と黒帯構造が顕著な自形結晶である.黒雲母は淡褐

～褐色の多色性を示しオパサイト縁を有しかつ壁開

面に沿って緑泥石に変っている.また黒雲母に伴っ

て少量の磁鉄鉱が見られる.以上のほか炭酸塩鉱物

脈が僅かに発達しているのが見られる.

No･10黒雲母石英斑岩(3,166.98～3,167.11工皿)

肉眼的に灰色斑状構造を示す岩石で鏡下でも斑状

構造を呈し斑晶として石英斜長石黒雲母チタ

ン石および柘榴石を有しまた石基は石英斜長

石および緑泥石からたっている.斑晶中の石英は自

形のものが少く一般に破片状であるが周縁は岩嬢に

よる熔融を受けている.斜長石には白形のものと破片

状のものとがあり黒帯構造が顕著である.黒雲母に

は多色性のものも残っているが多くはオパサイト化が

進んでいる.また一部に緑泥石を残すものも見られ

る.チタン石は少量である.柘榴石としては無色

で屈折率が高くかつ等方性を示す破片が数個見ら

れた.一方石基申の石英は粒状でモザイク構造を

示しこれと短冊状の斜長石が共生している.これら

に挾まれて黒雲母から変質したと考えられる淡緑色の

緑泥石が見られる.

No.11万英斑岩(3,324,18～3,324.33m)

肉眼的に灰色斑状構造を呈する岩石で鏡下でも藪

状構造を示し薮晶として石英斜長石黒雲母柘

榴石およびチタン石を有しまた石基は石英斜長

石および黒雲母からなっている.斑晶中の石英は両

錐状の自形を呈するが岩壌による熔融が顕著でおる.

斜長石も白形を呈し葉片双最と黒帯構造の発達が顕著

である･石英および斜長石はともに大きく最大数m

mに達する.黒雲母は淡褐色～褐色の多色性を示し

一部絹雲母や炭酸塩鉱物に変質している.柘榴石は斜

長石に包有されたものが儀かに認められ等方性で屈

折率が高い.またチタン石は暗褐色で干渉色の高い

ものが少量存在する.一方石基中の石英は粒状で

モザイク構造を示す.斜長石および黒雲母はともに短

粉状でモザイク構造中に存在する.

下部はおもにいわゆる緑色岩類からなる.コアの薄

片を作成して検鏡した結果は次のとおりである.

No.12角閃眉･緑簾石岩(3,506.03～3,506.06m)

肉眼的には灰黒色･綴密･堅硬な岩石で白色の鉱物

脈によって網状に貫かれている.鏡下では角閃石

緑簾石斜長石黄鉄鉱および炭酸塩脈カミ認められ

完晶質で多少の片状構造が見られる.角閃石は淡緑

～緑色の多色性を示し消光角C〈Z÷24｡干渉色は

あまり高くない.緑簾石は多量にあり粒状斜消光

で干渉色はやや高い.斜長石は無色でモザイク状

に集合し干渉色は低い.斜長石の一部は絹雲母に変

っている.黄鉄鉱は少量でその結晶が斜長石と共生

している.また炭酸塩は網脈状に上記の諾鉱物を切

って発達している.

No･13石英斑岩(3,508.53～3,508.61工n)

肉眼的には灰黒色で黒･白の牽点がある､鏡下で

は斑状構造カミ認められ斑晶として曹長石緑泥石

柘榴石および燐灰石を有しまた石基は石英黒雲

母および緑泥石からなっている.さらに炭酸塩脈

が全岩を貫いており一部の割れ目には緑泥石が生じて

いる.斑晶中の曹長石は最大6Inmに達し周縁部は

岩漿熔融のため円味を帯びている.双晶ラメラはこま

かい.緑泥石は淡緑色で壁開はほとんどなく干渉

色は低い.原鉱物はおもに黒雲母らしい.柘榴石に

は晶相が明瞭なものもあり光学的に等方性で屈折率

は高く壁開はない.少量見られる燐灰石は無色で

干渉色は低い.一方石基中の石英は粒状を呈しモ

ザイク構造をなして黒雲母の緑泥石小品とともに他

の鉱物の間を充填している.黒雲母は短冊状ないし葉

片状の小品をなして石基中に分布し淡褐色で多少の

多色性を示す.

No.14石英斑岩(3,508.94n1)

肉眼的には灰黒色･激密な岩石で炭酸塩脈によって

網状に貫かれている.炭酸塩脈は結晶の一部を置換し

ていることがある.鏡下では斑状構造を呈し斑晶の

量は石基に比して少ない.斑晶の斜長石には白形の結

腸は少なく周縁は円味を帯び結晶の内部は一部絹雲

母で置換されている.斜長石は炭酸塩で置換されてい

る場合もある.一方石基はおもにモザイク構造をな

す粒状の石英から柾る.

No.15斜長石角閃岩(3,510.05～3.5!0111m)

肉眼的には灰黒色を呈する結晶質の岩石で鏡下では

完晶質で片状構造が見られる.また全岩が炭酸塩�
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表2深層地麗観測井r岩槻｣の掘り屑の鉱物組成(基盤の部分)

深度

㈬�ね

㈮�　

㌮〰　

㌮〵　

㌮�　

㌮�　

㌮㈰　

㌮㈵　

㌮㌰　

㌮㌵　

㌮㌶　

㌮㌷�

㌮�　

㌮�　

㌮�　

㌮��

��　

モンモリ

ロナイト

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

イライト

(雲母粘

土鉱物)

十

十

十

十

十

十

十

手

十

十

十

十

十

十

十

ク1･ライ

ト

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

カオリン

十

十

十

(十)

混合層粘

土鉱物

十(25.7)

十(31.5)

輝沸石

十

モｰルデ

ン沸石

(十)

石英

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

長石

十十十

十十十

十十十

ヰ十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十

クリスト

バル石

方解石

十

十

十

十

十十

十十

備考

�畭潮琱�

���楢�攀

�畭潮瑩�

㊥(十)あるのが判る程度の極小量十少い十十普通

(住鉱コ:■サルタント(株)提出の報告書による)

十十十名い

表3深層地籏観測井r岩槻｣の基盤の岩石の化学組成

卡����

SiO毘

TiO里

�㈰�

Fe男08

䙥伀

�伀

�伀

�伀

Na囲O

�　

H男0+

��

�〵

��

���

���

�㌴

��㌀

�〳

��

��

��

�住

岨.32

�㌴

��

��

��

渮�

���

���

�㌲

��㌱

���

�〵

�㈳

�㈳

��

��

㈬〵

��

��

渮�

���

�

���

�㌱

��㌀

���

�〶

�㈲

�㌱

�㈶

�㌹

��

��

�〶

渮�

��㌀

ユ1-1

���

�㈴

���

�㌰

��

��

��

���

㈬〵

��

��

��

��

渮�

��㌀

��

���

��

���

㈬�

�㌱

�㈰

��

��

㈬�

��

��

��

��

渮�

���

��

���

��

���

㈮㌴�

��

��

��

㈱�

�㈸

��

��

��

㈮㈸

��㈶

*:Fe203として表示

n.d.:検出不能

��

���

��

ユ4,39

㈬�

��

�㈴

���

�㈰

�㌳

��

�㌵

��

�㈲

渮�

���

分析試料一覧表

試料番号�深度(m)�岩石名

8�2,943.02～2,943.10�黒雲母･石英珪岩

9�3,166.98～3,167.11�黒雲母･石英斑岩

10�3,324.18～3,324.33'�石英瑳砦

11-1�3,506.03～3,506,06�角閃石一線レン石岩

ユ1-2�3,508.53～3,508.61�石英斑岩

11-3�3,508.94�石英斑岩

11-4�3,510.05～3,510.11�斜長石角閃岩

�(住鉱コンサルタント(株)提出の報告書による)�

(住鉱コノサルタ!ト(株)提出の報告書による)

鉱物脈の小派そ貫かれている.角閃石は淡緑色で弱

い多色性を示し消光角C〈Z=21｡で干渉色はやや

高い･斜長石は角閃石の結晶の間を充填しており一

部は羽毛状の絹雲母に変っている.磁鉄鉱は角閃石の

包有物として存在するほか後者の間の充填物としても

見られる.カリ長石はパｰサイト構造を示し斜長石

とともに角閃石結晶の間に少量存在する.少量の透

明な石英もまた同様なあり方を示す.燐灰石は少量集

合して見られる.また緑簾石は水滴状の小品として

存在する.脈状鉱物としては角閃石の結晶の間に無

色･繊維状の干渉色の低い携曲した緑泥石も見られる.�



一!2一

表4

深層地震観測井｢岩槻｣の計測装置の構成

不

①速度型地

麗計

②加速度地

震計

③傾斜計

④温度計

⑤方位測定

器

⑥搬送装置

⑦信号ケｰ

ブル接続

部

⑧C.C.L.

上下･水平

3成分

上下･水平

3成分

直交2成分

粗

式

式

⑨着底検出台

器

⑩固定器台

⑪耐圧耐熱水

容器

100万倍

5ミリガル

～30ガル

O.02秒

O.ユ度

5度

多重FM

極微小･微小地震の観測(欠き

た地震の前ぶれ現象として観測

される)

微小地震の観測(人間が感じと

ることのでき抜い地震から震度

3の弱震程度まで)

地殻変動?観測(10㎞離れた地

点で高さが1In血変動した角度)

孔底の温度変化観測

地震計傾斜計の設置方位の測

定

デｰタの伝送作動･検定のコ

ントロｰル

信号ケｰブルと容器の結合部

(ケｰシングカラｰ検出装置)

昇降中深壌を正確に知るため

ケｰシングのつなぎ目を検出す

る

装置が孔底に達したことの確認

装置を孔底に固定するためのも

の

外径140mm･長さ9mの円筒で

計器等を外圧(350気圧)から保

護する

2,745m以深で顕著である.F2部層はおもに石英斑

岩礫を主とする礫岩からなるが深度2,789mまでは泥

岩との互層からなりまた深度2,863～2,898mの間は

淡緑色の綴密な凝灰岩からなっている.F1部属は荒

川沿岸の荒川層にまたF2部属は小園層(立ケ瀬層を

含む)にほぼ対比されるものであろう.

本観測井と春日部GS-1との地質学的関係を模式的に

示すと図5のように狂る.

本坑井は図6に示すような観測井として仕上げられ

周知を集めて開発された表4および図7に示す計測装置

を坑底に設置し昭和48年3月から地殻活動の観測を開

始して今日に至っている.図8は現在あるおもな施

設の外観の概要である.なお本観測井

を中核とする全施設は公式には岩槻地

殻活動観測施設(IwatsukiCrusta!Activity

Obse工vatory)と呼ばれている.

(国立防災科学技術センタｰ1973)

この緑泥石はMgに富む.

以上に述べた本観測井の基盤を構成する諾岩石のX線

回折による鉱物組成および化学分析の結果をそれぞれ

表2および表3に示しておく.

この基盤の上に不整合に重なる下部中新統は春日部

GS-1における相当層とともにF層と呼ばれている.

本属は深度2,627～8m付近の断層を境として上位の

E層(比企丘陵の福田層相当層)に接しており上位の

F1部属と下位のF2部属に分けられる.これら両部

層の境は深度2,765血にある.F1部層はおもに淡褐

灰色～灰色～暗灰色の泥岩から荏り2,710m以深では

灰白色･細粒の凝灰岩を挾有する.凝灰岩はとくに

春日部'岩槻

一CS;lll..竺蟹鮒む水準

二二1丁一山..二∵二二_一㌃ツ層の織

成田層群の堪底

…{…山^舳…Tl11中層群一繊

.一γ＼一…寸.一一･････…一･…

!'＼㌧一.､jヨ｡､筥､､滑､,1(東松｡､工)

�

為討為㌶

1ノ

ふ

灘労

甘一1;1;ll〃･

図5春日部GS-1および深層地震観測井｢岩槻｣を通る地質断面概念図(*断層破砕

帯と推定される部分の深度区間を示す)

3.茨城県

4)鹿島KT-1(地質調査所燃料部石油課

1959;石印岡1960;河井興三1961≡

石和田ほか2名1962;石井基裕!962;

城戸1972;河井･福岡1973)

日本化学㈱の本坑井は深度887mで基盤

に入り910mまで掘さくされた(図9).

基盤は白亜系と推定される堅硬な泥岩であ

る.本坑井では上総層群の基底は深度

570mとされておりこれと基盤との間に

は砂岩および泥岩からなる海域の中新統

が挾まれているがその詳細は知られてい

ない.

l1径508㎝

深度

��ケｰシニグ祀跣堀11きll11芒��

�����

o.8㎝;｣����

20m����セメント

����_伽.8㎜

34.O㎝'����

ヨOOm����

��㌱��

別.4㎝����

2膚OOm����

���寺.�油舳1

����膨弧セメニト

�17.呂㎝���219,1m

�一目1∩…���

���

ヨ510m

lヶ､〉ウハイリ.1…り一一/叱11州■た〕

図6深層地震観測井r岩槻｣の構造(国

立防災科学技術センタｰ1973)

雌

11I･1

榊

榊

11･1

計量

而t

jヒ

耐

容

器

レ

器

外

條

�

笱�

�

1州

川｣'

娯

�

閑

ll』!

｣芝

生

��

粋

1刈

淋

｣∫

仰

I汁

,州

逃

1更

地

I≡11

詐

滞

���

著1÷

似

事1

■11

吹

倹

川

拷1“

図7深層地震

観測井｢岩槻｣

の計測装置(国

立防災科学技術

センタづ973)�
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5)新利根(竜ケ崎)児一1(石和田1958;金原均二ほか

2名1958;地質調査所燃料部石油課1959;石和田

1960;河井1961;石井1962;城戸1972;河井･福

田1973;福岡1973)

日本さく泉探鉱㈱の本坑井は深度813mで基盤に入り

838.6mまで掘さくされた.基盤は長瀞系と推定され

る破砕された黒色千枚岩からなる.この基盤の上には

上総層群が直接不整合に重なっている.本坑井の地質

学的意義については資源衛星アｰツ1号撮影の写真と

の関係においてすでにくわしく述べておいた(福田

1973).本坑井は南関東ガス田の内陸奥地に掘さくされ

た最初の試掘井である.

4.干葉県

6)野田作1(金原ほか2名1958;河井196!;城戸!972)

現在温泉井として使われている本坑井は南関東ガス

田の西北隅に位置している.電気検層の記録(図10)

がとれているのは深度1,131皿までであるから掘止

め深度もこれに近いものと思われる.この記録によれ

ば深度1,037mを境として比抵抗が著しく高く扱っ

ている.金原ほか2名(1958)はこの部分を中新統と

判定しているが城戸(1972)によれば掘暦その他か

ら松伏ST-1の深度1,600～1,800mの間と同様の風

化された片麻岩質花崩岩あるいは花闇閃緑岩と判断され

るということである.この城戸の見方が正しければ

この基盤の上に上総層群が直接重なっていることにな

る.

7)小見川毘一1(地質調査所燃料部石油課1959;石和田

1960;河井1961;石和田ほか2名1962;石井1962;

菊池良樹1963;城戸1972;河井･福田1973)

帝国石油㈱の小見川R-1は深度659㎜で基盤に入り

662.5mまで掘さくされた(図9参照).基盤はグレイ

ワッケから放り一般に古生界とされているが白亜系

とする未公表の意見もある.この基盤は上総層群によ

って直接不整合に被われている.本坑井は小さい租が

ら重力のプラスの目玉に位置している.

8)成田R-1(石和同ヨ1958;金原ほか2名1958;三川逸

郎1958;石印固1960;三川1960;河井196!;石

井1962;菊池良樹1963;城戸1972;河井･福岡

���

日本天然ガス開発㈱の本坑井〔現在は東洋興産(株)の所

有と次っている〕は深度1,0181nで基盤に入り1,053mま

で掘さくされた(図11).基盤は滑石を伴う緑色片岩か

らなり明らかに長瀞系に属する.この基盤は上総層

群によって直接不整合に被われてv･る.

9)菱田R-1(石和田ほか2名1962;菊池1963)

帝国石油㈱の本坑井は深度948mで基盤に入り949.8

mまで掘さくされた(図9参照).同社ではこの基盤を

白亜系?の砂岩としているが本坑井か基盤に入ったこ

とについては疑問視する向きもある.しかし基盤

に入らないまでも少なくともその直上にまでは達した

ものとされている.

[[1回〔ロ

ロ]ロコロ]

捲kげ機械室捲hげ装置

里

親潮宗

地3500皿

深地油用言ケｰブル

山

地宙観韻1用…瀦罹

7^ケｰ

7I淋

図8岩槻地殻活動観測施設の外観の図9

概要(国立防災科学技術センタ

ｰ提供)

�
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㌧
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坑井地質対比図(その1

(石和国ほか2名)
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■
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｣/く1
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十一1=､､孔一!m
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1】50

廃品一小見川一多古一菱田一八街一八幡図10

野田R-1の電気検層記録

の一部(帝国石油(株)の

資料による)�
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10)多古R-1(石和田ほか2名1962;石井1962;城戸

1972;河井･福田1972)

帝国石油㈱の本坑井は深度825.5mで基盤に入り

826.4㎜まで掘さくされた(図9参照).基盤は緑色片

岩であり上総層群によって直接不整合に被われている.

11)八街R-2(河井1961;石印岡ほか2名1962;石井

1962;菊池1963;菊池1964;樋口･菊池1964;

城戸1972)

帝国石油㈱の本坑井は深度!,989m(石井1962)で

基盤に入り1,994.80mまで掘さくされた(図9参照).

この基盤は礫岩と砂岩の互層からなり白亜系と判定さ

れている.ただし基盤の深度を1,970m(菊池1963;

菊池!964;樋口･菊池!964)とする意見もある(図

1213).本坑井における上総層群の基底は1,892mで

ありこれと基盤との間にはおもに砂･礫岩から勾り

泥岩を伴う中新統が挾まれている.上総層群と中新統

および中新統と基盤との関係はともに不整合と判断さ

れる.

12)佐倉R-1(菊池1963;菊池1964)

電気検層の記録によれば帝国石油㈱の本坑井は深度

'1,510mで基盤あるいは基底礫岩に入り1,521.90皿ま

で掘さくされた(図12参照).ただし掘り屑調査の記

録の不備のため基盤の岩質は不明である.菊池(19

64)によれば本坑井では基盤岩の上に上総層群カミ直

接不整合に重たっているということである｡

13)船橋(夏見)亙昆一18(福田･石和田1969;樋口･菊池

1969;河井･福田1973)

ドリリング工業㈱の本坑井は深度2,071mで基盤に入

り2,107mまで掘さくされた(図13).この基盤は絹

雲母緑泥片岩および石英石墨片岩からなる.本坑井に

おける上総層群の基底は1,877mでありこれと基盤と

の間にはおもに凝灰質の泥岩および砂岩からなる中新

統が挾まれている.上総層群と中新統および中新統

と基盤との関係はともに不整合と判断される.

14)通産省船橋地盤沈下観測井

通産省の本坑井は深度2,139mで基盤に入り2,146.

29mまで掘さくされた.この基盤は黒色千枚岩からな

る.本坑井において基盤と上総層群の基底との間に

中新統が挾まれているかどうかについては立証に十分

な資料を欠くが電気検層の記録によれば上総層群の

基底を深度1,885mにあるとすることも可能である.

こうすると本坑井の中新統は凝灰質のシノレト岩およ
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図11成閨R-1の電気検層記録

の一部(三川1960)
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びシルト質砂岩(1,984mまで)凝灰質の細粒砂岩

(2,127mまで)および礫岩(2,139mまで)の3部属

によって構成されていることに決る.

15)飯岡R-1(石和田1957;金原ほか2名1958;石和田

㎜馳“^8E56一一

･品岡芳二郎1959;地質調査所燃料部石油課1959;

石和目ヨ1960;河井1961;石和田ほか2名1962;石

井!962;樋口1964;河井･福田1973)

飯岡町の平松海岸にある本坑井は深度400mで基盤に

入り401mまで掘さくされた(図14).基盤は暗灰色
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(その3成東

一八街一四街道

一八千代一船橋

一草加一審目

部)(樋口･菊

池1964:一部

修正)
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観測点

①岩槻

⑤△筑波山

鮒②嶺岡

土浦③岩井

⑥④館山

①岩槻

国立防災科学

技術センタｰ

∴〃譲ト

⑨

⑩･

③②⑪館山国土地理院

館山

'⑪

図15首都圏南部地震観測強化地域における観測点の分布(国立防災科

学技術センタｰユ973)

のきわめて堅硬なアノレコｰズ質細粒砂岩で古生界に属

するものと判定されている.この基盤は上総層群によ

って直接不整合に被われている.本坑井は九十九里浜

の天然ガス試掘井として最北端に位置している.

16)旭R-1(河井1961;石印固ほか2名1962;石井1962;

菊池1963≡菊池1964;樋口1964;河井･福因

���

帝国石油㈱の本坑井は深度551皿で基盤に入り565.4

mまで掘さくされた(図14参照).基盤は砂岩で白亜

系に属すると判定されている.この基盤は上総層群に

よって直接不整合に被われている.

17)旭R-2(河井1961;石禾胴ほか2名1962;石井1962;

樋口1964)

帝国石油㈱の本坑井は深度737mで基盤に入り739.5

mまで掘さくされた(図14参照).基盤は砂岩で古生

界に属すると判定されている.この基盤は上総層群に

よって直接不整合に被われている.

18)蓮沼TR-1(河井1961;石印岡ほか2名1962;樋口

���

東洋高圧(現三井東圧化学)㈱の本坑井は深度1,445.

00㎜まで掘さくされたが基盤に掘り込んだかどうかに

ついては確証はない.すなわち石印閏ほか2名

(1962図14で横芝とされているもの)および樋口(1964)

の坑井地質対比図では基盤に掘り込んだように図示さ

れているが河井(1961)のそれでは基盤の直上で掘

り止めたように図示されている.品岡芳二郎からの連

絡によれば関東天然ガス開発㈱の本坑井に関する社内

資料でも河井(1961)と同じ見解が示されているという

ことである.本坑井が基盤に掘り込んでv'るものとし

て電気検層の記録を読むとその表面の深度は1,430m

である.また掘り屠からこの基盤はおもにグレイワ

ッケからなっていると推定される.本坑井では上総層

灘の基底は深度1,360mでありこれと基盤との間には

上･下とも不整合の関係をもっておもに凝灰質のシル

ト岩からなり下部に礫質砂岩と礫岩の互層部を有する

中新統と推定される地層が挾まれている.河井(1961)

および関東天然ガス開発㈱の社内資料では1,430m､か

ら1,445.00mまでを先上総新第三系(おそらく中新統)

の基底礫岩と考えているわけである.たとえ本坑井が

基盤に掘り込んでいないとしても基盤の表面にごく近

いところまで掘さくされたことは間違いない.

19)成東R-2(宥和尚ほか2名!962;藤山久雄1963;菊

池1963;菊池1964;樋口･菊池1964)

帝国石油㈱の本坑井は深度2,000血で基盤に入り2,

006.00Inまで掘さくされた(図12!314参照).基盤

は砂岩で古生界に属すると判定されている.本坑井

における上総層群の基底は1,906㎜でありこれと基盤

との間にはおもに凝灰質のシルト岩からなり砂岩を

挾有する中新統が挾まれている.この中新統のうち

1,985m以深は基底礫岩と判断される.上総層鮮と中

新統および中新統と基盤との関係はともに不整合と

判断される.本坑井のもより地点で掘さくされた成東

R-8は深度1,980mで基底礫岩に入り1,985.60mま

で掘さくされたがこの基底礫岩は砂岩およびチャｰト

からなっており少し増し掘りすれば到達したと思われ

る基盤が古生界に属することを暗示している.

5.むすび

図1に見られるように関東平野において基盤に掘り

込んだ坑井の分布はきわめて片寄っている.これは

これらの坑井の大部分が石油および天然ガスとくに

後者の探鉱を目的として掘さくされたためである.そ

れはともかく関東平野の基盤の地体構造上の諾問題を

論ずるに当って論拠とすべきもっとも重要な資料がこ

れらの坑井によって知られた基盤の岩石の種類の分布で

あることは確かである.さらに外延していえば本州

弧の少なくとも表面的にはもっとも大きな折れ目に当っ

ている関東地方の地体構造上の諸問題を論ずる上にも

これはもっとも重要た基礎資料である.散逸しかけて

いたこれらの坑井資料をとりまとめて紹介した理由は

まさにここにある.

表1の向って右から2番目の欄に“帯"という項目で

示したのはもともとフォッサマグナより西側について

規定された内帯･外帯という区別が関東地方において

も認められると仮定した場合にそれぞれの坑井が到達�
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した基盤が内帯･外帯のいずれに属するかということに

対する著者らの当面の考え方であってそれらの一部に

ついては異論あるいは疑問を持たれる方もあると思う.

しかし内帯･外帯の別が関東地方においても認められ

るとすれば両帯を境するいわゆる中央構造線(median

1ine)が図1の白丸(領家帯に入ると考えられる岩石か

らなる基盤)と黒丸(外帯の長瀞系に入ると考えられる

岩石からなる基盤)との間を通ることについては疑問

の余地はほとんど校いであろう.本稿で紹介した坑井

によって知られた基盤に関する資料地表地質および

既存の物理探査の資料を総合して関東平野の基盤の地

体構造上の諸問題を論ずることは現状ではどこまでい

い得るかという観点からは必ずしも不可能ではない.

しかしそれでは1960年頃までの諾資料に基づいて総合

的に考察した結果をとりまとめた石井(1962)の論文の

域をほとんど出ることはできないであろう.

もともと深層地震観測井｢岩槻｣は都心部を中心

とする正三角形の頂点にほぼ位置を占める同様の観測井

の1本として掘さく･設置されたものである(図15).

残りの2本の深層地震観測井の掘さくについては現在

国立防災科学技術センタｰにおいて予備調査が進められ

ている.掘さく地点の最終的な決定がこの予備調査

の終了をまって行なわれることはいうまでもないが東

南側のものが千葉県西北部の東京湾寄りまた西南側の

ものが図15の川崎と相模原の間あたりになることは既

存の資料からおよそ見当がつく.岩槻におけるこれま

での観測の実績から見てこのような施設が地殻活動

の観測ひいては地震の予知に関する研究に大いに役

立つことは明らかである.しかも坑井の掘さくがら

始まり完成に至るまでの間に集積される地質学的なら

びに地球物理学的資料は関東地方の椎体構造ひいて

は日本列島の地体構造を論ずる上に不可欠でありその

結果はまた地震の予知の研究にも貢献するに違いない.

このような観点から残りの2本の深層地震観測井の掘

さくの早期着手とその計画が十分な地質学的ならびに

地球物理学的資料の収集をも意図して進められることが

切望される.

(筆者らは燃料部･印国立防災科学技術センタｰ)
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